
市民のうごき
昭和60年3月末現花

人口 39，629人 (-213) 

男 18，919人 (-124)

女 20，710人(-89) 

世帯数 12，429人 (-63) 

面積 240.93平方キロメートル
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中江藤樹 (16b)

藤
樹
は
一
六
O
八
年
(
麗
長
十
三
年
)
、
現
在
の
滋

賀
県
高
島
郡
安
曇
川
(
あ
ど
が
わ
)
町
に
生
ま
れ
た
。

初
代
大
洲
藩
主
加
藤
貞
泰
が
大
洲
へ
移
封
さ
れ
た
の

が
一
六
一
七
年
で
、
供
と
し
て
従
っ
た
家
臣
団
の
中

に
、
祖
父
に
伴
わ
れ
た
当
時
十
歳
の
藤
樹
が
い
た
。

藤
樹
は
天
性
非
凡
で
、
農
業
を
営
む
父
中
江
吉
次

母
市
に
育
て
ら
れ
た
が
、
九
歳
の
春
、
加
藤
家
の
家

臣
で
あ
っ
た
祖
父
吉
長
の
養
子
と
な
っ
た
。

大
洲
時
代
の
藤
樹
は
、
十
一
歳
で
は
じ
め
て
「
大

学
し
を
読
み
感
動
し
、
必
ず
学
問
を
き
わ
め
聖
賢
に

な
ろ
う
と
深
く
心
に
期
し
、
学
問
に
は
げ
ん
だ
。
次

第
に
教
え
を
聞
く
者
が
多
く
な
る
に
つ
け
、
忠
考
を

大洲の先覚者④

大洲市役所発行昭和60年 5月 1日発行

説
<
藤
樹
は
近
江
に
-
人
残
し
た
母
へ
の
思
票
、
か
た

え
が
た
く
、
一
六
三
四
年
、
つ
い
に
脱
藩
に
踏
み
切

っ
た
。近

江
時
代
の
藤
樹
は
、
脱
藩
の
と
が
め
も
な
く
、

藩
主
の
許
可
を
得
た
上
級
武
士
が
続
々
入
門
し
た
。

自
学
自
得
に
徹
す
る
藤
樹
は
、
朱
子
学
の
型
通
り
の

学
説
の
み
を
守
る
こ
と
を
非
と
し
、
寸
陽
明
八
王
集
」

を
得
て
一
大
転
機
を
迎
え
た
。
三
十
七
歳
か
ら
四
十

一
歳
で
没
す
る
ま
で
の
五
年
間
は
、
藤
樹
自
身
で
な

く
、
わ
が
国
の
学
術
上
に
お
い
て
も
費
重
な
期
間
で

あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
わ
が
国
陽
明
学
が
は
じ
め
て
確

立
し
た
か
ら
で
あ
る
。

為
像

へ
座樹藤工中るあ

ぐ
園

v

公山城

納期は
5月31日

砂固定資産税(第 1期)
惨軽自動車税

今月の納税



ずお

3月定例市議会

お

都
市
基
盤
の
充
実
を

広報

第
一
九

O
固
定
例
市
議
会
は
、
三
月
七
日
か
ら
十
八
日
ま
で
の
十
二
日
間
の
会
期
で
開
か

…
れ
ま
し
た
。

今
議
会
で
は
、
昭
和
六
十
年
度
当
初
予
算
案
件
十
三
件
、
昭
和
五
十
九
年
度
補
正
予
算
案

…
件
八
件
、
条
例
関
係
十
六
件
、
そ
の
他
二
件
の
計
三
十
九
議
案
が
提
出
さ
れ
審
議
さ
れ
ま
し

…
た
。
議
案
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
原
案
の
と
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

近
田
市
長
は
、
開
会
日
に
、
昭
和
六
十
年
度
の
施
政
方
針
、
予
算
編
成
方
針
な
ど
に
つ
い

.
て
説
明
を
行
い
ま
し
た
。

施

童十

政

方

大
洲
市
長

近

田

'=杢... 

日

不大

昭
和
六
十
年
度
の
各
会
計
予
算
案
、

市
政
の
進
む
べ
き
方
向
と
本
年
度
に
お

け
る
施
策
の
大
綱
を
ご
説
明
申
し
上
げ

ま
す
。

私
は
過
去
二
期
八
年
の
問
、
絶
え
ず

新
し
い
時
代
に
ふ
さ
わ
し
い
、
し
か
も

豊
か
で
活
力
あ
る
地
域
社
会
の
建
設
を

め
ざ
し
、
全
力
を
傾
注
し
て
取
り
組
ん

提案理由の説明をする近田市長

で
ま
い
り
ま
し
た
。
幸
い
に
し
て
、
み

な
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
支
援
に
よ
り
、

お
わ
む
ね
そ
の
目
標
に
近
づ
く
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

さ
で
、
い
よ
い
よ
二
一
期
自
の
市
政
を

担
当
す
る
に
あ
た
り
、
あ
ら
た
め
て
そ

の
責
任
の
重
大
さ
を
痛
戚
芋
る
と
同
時

に
、
新
た
な
決
意
を
も
っ
て
市
邑
福
祉

の
増
進
に
淳
心
の
力
を
傾
け
て
ま
い
る

所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。
引
続
き
ご
支
援

を
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

重

点

施

策

今
後
の
市
政
推
進
に
つ
き
ま
し
で
は
、

か
ね
て
立
候
補
に
あ
た
り
所
信
を
表
明

し
て
お
り
ま
す
よ
う
に
、

一
、
快
適
で
ゆ
と
り
の
あ
る
住
み
よ
い

都
市
を
め
ざ
し
て
、
生
活
環
境
の
整

備
充
実

二
、
農
業
並
び
に
都
市
基
盤
の
整
備
充

実
を
は
か
り
、
個
性
の
あ
る
地
域
産

業
の
振
興

三
、
高
齢
化
社
会
を
迎
え
、
福
祉
の
充

実
と
健
康
で
明
る
い
都
市
づ
く
り

四
、
雲
南
、
文
化
施
設
の
整
備
充
実
を

は
か
り
、
人
間
性
豊
か
な
都
市
づ
く

五
、
広
域
的
行
政
の
展
開
と
拠
点
都
市

と
し
て
の
機
能
充
実

の
五
つ
の
柱
を
軸
と
し
て
積
極
的
に
諸

施
策
を
展
開
し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

と
こ
ろ
で
、
近
年
に
お
け
る
時
代
の

潮
流
は
間
違
い
な
く
、
国
際
化
、
成
熟

化
、
高
齢
化
、
情
報
化
の
方
向
へ
変
化

し
つ
つ
あ
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
時
代

的
背
景
を
充
分
に
肝
に
銘
じ
、
二
十
一

世
紀
へ
向
っ
て
力
強
い
地
方
行
政
を
展

開
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考

え
て
い
る
次
第
で
す
。

一
方
、
現
下
の
国
並
び
に
地
方
の
財

政
計
画
な
ど
の
状
況
は
、
依
然
と
し
て

厳
し
い
状
況
に
あ
り
、
国
に
お
い
て
は

引
続
き
財
政
の
改
革
が
強
力
に
推
進
さ

れ
る
傾
向
に
あ
り
、
経
費
の
徹
底
し
た

節
減
合
理
化
を
行
う
こ
と
を
基
本
に
そ

の
規
模
を
厳
し
く
抑
制
し
た
昭
和
六
十

年
度
予
算
が
編
成
さ
れ
よ
う
と
し
て
お

り
ま
す
。
ま
た
、
地
方
財
政
計
画
に
わ

い
て
は
、
持
に
高
率
の
国
庫
補
助
負
担

率
が
一
括
し
て
引
き
下
げ
ら
れ
る
な
ど
、

今
後
の
地
方
財
政
は
極
め
て
厳
し
く
な

る
と
予
想
さ
れ
ま
す
。

今
後
の
国
、
地
方
経
済
の
動
向
な
ど

に
も
慎
重
な
配
慮
を
加
え
つ
つ
、
増
大

す
る
行
政
需
要
に
適
切
に
対
応
す
る
た

め
、
電
算
化
促
進
研
究
班
を
設
置
し
て
、

行
政
の
科
学
化
、
事
務
事
業
の
積
極
的

な
見
直
し
を
図
り
な
が
ら
、
中
長
期
的

展
望
に
た
っ
て
財
源
の
重
点
的
配
分
と

効
率
的
な
予
算
執
行
を
図
り
、
市
民
福

祉
の
向
上
を
進
め
、
健
全
な
財
政
構
造

を
堅
持
し
な
が
ら
誤
り
が
な
い
よ
う
市

政
を
推
進
し
て
ま
い
り
た
い
と
存
じ
ま

す。

当

初
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予

算

昭
和
六
十
年
度
予
算
に
つ
い
で
は
、

極
め
て
厳
し
い
財
政
状
況
下
で
あ
り
ま

す
の
で
、
当
初
予
算
案
で
は
義
務
的
経

費
な
ど
を
中
心
と
し
て
骨
格
予
算
を
編

成
い
た
し
ま
し
た
。
園
、
県
の
補
助
事

業
な
ど
財
源
の
不
確
定
な
も
の
に
つ
き

ま
し
で
は
、
こ
れ
ら
の
見
通
し
を
得
て

次
期
以
降
に
補
正
措
置
を
講
じ
る
こ
と

と
し
ま
し
た
。
総
額
百
二
十
九
億
二
千

二
百
二
十
四
万
円
で
、
前
年
比

0
・
九

%
、
一
億
一
千
二
百
八
十
四
万
円
の
増

と
な
っ
て
い
ま
す
。

昭
和
六
十
年
度
の
市
政
運
営
の
基
本

に
つ
い
て
所
信
の
一
端
を
申
し
上
げ
、

み
な
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
わ
願

い
申
し
あ
げ
ま
す
。



条

i9ll 

大
洲
市
立
幼
稚
園
園
舎
建
設
委
員
会
条

例
久
米
幼
稚
園
の
建
設
に
伴
い
、
執
行

機
関
の
附
属
機
関
と
し
て
委
員
会
を
設

置
す
る
も
の
で
す
。

大
洲
市
林
業
総
合
セ
ン
タ
ー
建
設
委
員

会
条
例

大
洲
市
林
業
総
合
セ
ン
タ
ー
の
建
築

に
伴
い
、
執
行
機
関
の
附
属
機
関
と
し

て
委
員
会
を
設
置
す
る
も
の
で
す
。

大
洲
市
立
小
学
校
校
舎
等
建
設
委
員
会

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

柳
沢
小
学
校
校
舎
建
築
に
伴
い
、
執

行
機
関
の
附
属
機
関
と
し
て
委
員
会
を

設
置
す
る
も
の
で
す
。

大
洲
市
国
民
健
康
保
険
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例

被
保
険
者
の
健
康
増
進
の
た
め
、
保

健
施
設
の
整
備
を
行
う
も
の
で
す
。

ずおお広報

関

係

大
洲
市
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
行
革
間
違
法
と
し
て
の
日
本
専
売
公

社
改
革
法
の
制
定
と
、
こ
れ
に
伴
う
地

方
税
法
の
一
部
改
正
が
行
わ
れ
た
こ
と

に
伴
い
、
大
洲
市
税
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
も
の
で
す
。

大
洲
市
廃
棄
物
処
理
施
設
建
設
委
員
会

条
例大

洲
市
廃
棄
物
処
理
施
設
の
建
設
に

伴
い
、
執
行
機
関
の
附
属
機
関
と
し
て

人

事

企現在の焼却場

助
設
の
選
任
に
つ
い
て

酒
井
千
春
助
役
が
昭
和
六
十
年
三
月

八
日
を
も
っ
て
任
期
満
了
と
な
り
ま
す

の
で
、
二
期
目
の
選
任
に
つ
き
議
会
の

同
意
を
求
め
た
も
の
で
す
。

-
酒
井
千
春
助
役
の
略
歴

A'

住
所
大
洲
市
柚
木
三
五
八
九
回

生
年
月
日
大
正
十
五
年
三
月
十
七
日

昭
和
詑
年
三
善
村
農
地
委
員
会
書
記

昭
和
却
年
合
併
に
よ
り
大
洲
市
産
業

岡
本

昭
和
日
年
開
発
部
長

昭
和
田
年
総
務
部
長

昭
和
田
年
助
役
に
選
任
さ
れ
る

監
査
委
員
の
選
任
に
つ
い
て

曽
根
進
委
員
が
昭
和
六
十
年
三
月
三

十
一
日
を
も
っ
て
任
期
満
了
と
な
る
の

で
、
後
任
委
員
の
選
任
に
つ
き
同
意
を

委
員
会
を
設
置
す
る
も
の
で
す
。

そ

イ也

の

極

昭
和

ω年
度
の
重
点
施
策

た
、
高
齢
化
社
会
に
対
処
し
て
老
人
ク

ラ
ブ
な
ど
の
充
実
に
よ
り
、

h
u

年
寄
り

の
自
立
的
生
活
の
助
長
、
社
会
的
弧
立

感
の
解
消
に
対
応
し
ま
す
。

保
健
、
医
療
、
体
育
、
教
育
の
相
互

関
連
の
中
で
、
豊
か
な
市
民
生
活
が
営

ま
れ
る
よ
う
方
策
を
講
じ
て
い
き
ま
す
。

四
、
教
育
、
文
化
施
設
の
整
備
充
実
を

は
か
り
、
人
間
性
豊
か
な
都
市
づ
く

「
市
守
つ
く
り
は
、
人
守
つ
く
り
」
で
あ

る
と
の
基
本
の
も
と
、
教
育
条
件
の
整

備
充
実
に
取
り
組
み
ま
す
。
学
校
教
育
、

社
会
教
育
、
社
会
体
育
、
ま
た
青
少
年

の
健
全
育
成
に
力
を
入
れ
で
い
き
ま
す
。

五
、
広
域
的
行
政
の
展
開
と
拠
点
都
市

と
し
て
の
機
能
充
実

八
幡
浜
大
洲
地
区
広
域
市
町
村
圏
の

市
町
村
と
の
連
携
を
強
化
し
、
そ
れ
ぞ

れ
の
も
つ
地
域
特
性
に
よ
る
機
能
分
担

を
は
か
り
、
道
路
、
観
光
、
公
園
、
生

活
施
設
な
ど
一
体
的
な
整
備
を
図
り
ま

す
。
な
わ
、
肱
川
流
域
開
発
促
進
協
議

会
を
中
心
に
、
広
域
経
済
対
策
、
革
新

技
術
の
導
入
に
よ
る
広
域
的
、
効
果
的

な
対
応
を
図
り
、
高
度
情
報
化
社
会
に

対
応
し
た
新
し
い
地
域
情
報
シ
ス
テ
ム

の
確
立
に
努
め
て
参
ぢ
ま
す
。
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一
、
挟
適
で
ゆ
と
り
の
あ
る
住
み
よ
い

大
洲
市
営
土
地
改
良
事
業
の
施
行
に
つ
都
市
を
め
ざ
し
て
、
生
活
環
境
の
整

い

て

備

充

実

菅
田
町
宇
津
成
見
地
区
の
農
道
整
備
、
市
民
の
生
活
環
境
の
改
善
と
地
域
経

用
水
路
整
備
お
よ
び
区
画
整
理
を
行
い
、
内
済
の
発
展
に
は
、
道
路
網
の
整
備
が
重

農
業
経
営
の
合
理
化
と
経
営
の
安
定
を
市
要
な
課
題
で
す
。
大
洲
バ
イ
パ
ス
、
そ
れ

図
る
も
の
で
す
。
六
十
年
度
と
六
十
一
同
に
関
連
し
た
嵩
富
川
改
修
、
柚
木
北
只

ノ
呈
度
の
二
年
間
に
、
農
道
約
三
キ
ロ
、
問
地
区
土
地
区
画
整
理
事
業
を
推
進
し
て

用
水
路
約
二
キ
ロ
、
区
画
整
理
な
ど
を
向
い
き
ま
す
。
ま
た
、
大
洲
停
車
場
南
線

実
施
す
る
予
定
で
す
。
叩
も
早
期
完
成
を
目
指
し
て
取
り
組
ん
で

…
い
き
ま
す

o

i
l
i
-
-
1
1
1
6
-
-
J

問
ご
み
処
理
場
の
新
設
に
つ
い
て
は
、

案

件

一

一

本

年

八

月

を

目

途

に

基

本

的

方

向

を

確

l
i
l
i
-
-
1
l
i
l
i
-
-
L

市
定
さ
せ
る
予
定
で
す
。

求

め

た

も

の

で

す

。

町

公

共

下

水

道

に

つ

い

て

は

、

本

年

度

V
曽
根
進
(
西
大
洲
・
六
十
歳
)
再
町
は
具
体
的
方
策
を
決
定
し
、
整
備
に
向

人
権
擁
護
委
員
の
推
薦
に
つ
い
て
阿
っ
て
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

兵
頭
典
次
委
員
が
昭
和
六
十
年
五
月
町
二
、
農
業
並
び
に
都
市
基
盤
の
整
備
充

一
日
を
も
っ
て
任
期
満
了
と
な
る
の
で
、
問
実
を
は
か
り
、
個
性
の
あ
る
地
域
産

後
任
委
員
の
推
薦
を
し
た
も
の
で
す
。
開
業
の
振
興

V
兵
頭
典
次
(
八
多
喜
・
六
十
九
歳
)
再
開
地
域
に
内
在
す
る
力
を
、
農
・
工
・

同
商
、
一
体
と
な
っ
て
引
き
出
し
、
百
人

間
委
員
会
の
提
言
に
も
と
づ
く
、
ま
ち
づ

叩
く
り
専
門
部
会
の
強
力
な
推
進
を
は
か

向
り
、
経
済
活
性
化
の
た
め
相
互
の
有
機

内
的
関
連
を
保
ち
つ
つ
個
性
的
な
発
展
を

品
目
指
し
て
い
き
ま
す
。

市
三
、
高
齢
化
社
会
を
迎
え
、
福
祉
の
充

出
実
と
健
康
で
明
る
い
都
市

n

つ
く
り

吋
健
康
ゃ
つ
く
り
に
つ
い
て
は
、
保
健
セ

問
ン
タ
ー
を
中
心
と
し
て
保
健
指
導
の
強

同
化
と
活
動
の
充
実
を
は
か
り
ま
す
。
ま
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昭和60年度当初予算

総額129億2，225万円
大洲市の昭和60年度当初予算は、一般会計、

特別会計、企業会計を合わせて総額129億 2，225

万円となります。前年度当初予算に比較して、

1億 1，284万円、 0，9%の増となっています。

内訳は次のとおりです。

一般会計 72億 9，000万円(前年比3.8%減)

特 別 会 計 39億 7，340万円(前年比9.1%増)

企 業 会 計 16億 5，885万円(前年比4.4%増)

わが国の経済・社会情勢は依然として、極め

一般会計

?2億9，000万円

大洲市一般会計歳入

算で

て厳しい状況下にあります。

国においても、引続き行財政の改革を強力に推

進され経費の節減合理化により、規模を厳しく

抑制した昭和60年度予算が編成されました。

大洲市にあ、いても、高率の国庫補助負担率が
円万

)

白

川

河

ハW
U

にひ

5
山
山

税

億

(

市
民

一括してヲIき下げられるなどの中、地方財政計

画や地域経済の動向などに配慮を加えつつ健全

財政の維持、増大する行政需要に適切に対応す

ることを基本に当初予算を編成いたしました。

その他

61意4，525
万円

(8.9%) 

国庫支出金
11億3，401万円

(15.6%) 

なお、極めて厳しい財政状況下ですので、義

務的経費などを中心としての骨格予算を編成し

国・県の補助事業など財源の不確定なものにつ

地方交付税

18t意3，562万円
(25.1%) 

一
般
会
計
の
歳
入
予
算
額
は
七
十
二

億
九
千
万
円
で
す
。
こ
の
う
ち
自
主
財

源
(
市
税
、
繰
越
金
、
分
担
歪
・
負
担

金
、
使
用
料
・
手
数
料
、
諸
収
入
な
ど
)

は
、
三
十
四
億
千
五
百
八
十
八
万
円
で

全
体
の
四
十
六
・
八
%
で
す
。
ま
た
、

依
存
財
源
(
地
方
交
付
税
、
国
庫
支
出

金
、
市
債
、
県
支
出
金
な
ど
)
は
、
一
二

十
八
億
七
千
四
百
十
二
万
円
で
全
体
の

五
十
三
了
二
%
と
な
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
主
な
も
の
は
|
|

市
税
市
民
税
、
固
定
資
産
税
、
た
ば

こ
消
費
税
、
電
気
税
、
軽
自
動
車
税
な

ど
の
税
収
は
、
二
十
六
億
五
千
九
百
九

十
三
万
円
で
歳
入
全
体
の
三
十
六
・
五

%
を
占
め
て
い
ま
す
。

次期以降に補正措置を講じます。いては、

一般会計(当初予算)の伸び

歳

75i意 75f.意
1，500万円 7，800万円

80-

入

地
方
交
付
税
国
の
地
方
財
政
計
画
の

影
響
を
考
慮
し
て
、
前
年
比
五
・
四
%

減
の
十
八
億
三
千
五
百
六
十
二
万
円

(
二
十
五
・
二
%
)
に
と
ど
め
て
い
ま

す。国
庫
支
出
金
十
一
億
三
千
四
百
一
万

円
(
十
五
・
六
%
)
と
前
年
比
十
六
・

六
%
の
減
と
な
っ
て
い
ま
す
。

自
注
文
出
金
農
村
総
合
整
備
モ
デ
ル
事

業
費
掃
助
金
な
ど
三
億
七
千
六
百
六
十

九
万
円
(
五
・
二
拓
)
で
、
前
年
比
一

0
・
九
%
の
減
で
す
。

市
債
臨
時
地
方
道
整
備
事
業
債
な
ど

三
億
三
千
八
百
五
十
万
円
(
四
・
六
%
)

を
計
上
し
て
お
り
、
前
年
比
四
十
九
・

四
%
の
減
で
す
。

4一

60 59 58 57 56 
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骨格予は初予算当

歳

八
千
八
百
五
十
九

一
億
八
十
二
万
円
。

水
田
利
用
再
編
対
策

出

推
進
事
業
に
千
四
百
七
十
九
万
円
。
一
大

洲
市
ま
玖
つ
く
り
委
員
会
補
助
金
に
三

百
万
円
。

V
地
籍
調
査
費
八
多
喜
・
上
須
戒
地

区
の
国
土
調
査
費
に
三
千
四
百
十
六
万

円。V
農
村
総
合
整
備
モ
デ
ル
事
業
一
億

五
百
七
十
三
万
円
。

V
農
村
基
盤
総
合
整
備
事
業
三
千
八

十
五
万
円
。

V
林
業
振
興
費
打
越
林
道
舗
装
事
業

に
千
八
百
万
円
。
松
く
い
虫
跡
地
造
林

補
助
金
に
五
百
五
十
一
万
円
。

V
林
業
構
造
改
善
事
業
費
林
業
総
合

セ
ン
タ
ー
建
設
事
業
に
二
百
七
十
四
万

円。土
木
費

V
道
路
維
持
費
舗
装
補
修
事
業
に
千

万
円
。
原
材
料
費
に
八
百
万
円
。

V
道
路
新
設
改
良
費
臨
時
地
方
道
整

備
事
業
に
八
千
万
円
。

V
橋
り
ょ
う
新
設
改
良
費
峠
橋
橋
り

ょ
う
新
設
改
良
事
業
に
八
千
十
二
万
円
。

V
都
市
計
画
総
務
費
花
と
緑
の
都
市

モ
デ
ル
地
区
整
備
事
業
に
八
百
万
円
。

V
街
路
事
業
費
大
洲
停
車
場
南
線
整

備
事
業
に
四
千
八
百
五
万
円
。

V
都
市
下
水
路
費
若
宮
地
区
排
水
路

整
備
事
業
千
五
百
万
円
。
新
町
地
区
下

排
水
路
整
備
事
業
三
千
五
百
万
円
。

V
公
園
整
備
費
富
士
山
公
園
整
備
事

業
に
二
千
万
円
。

消
防
費

V
消
防
施
設
費
防
火
水
槽
等
新
設
工

事
補
助
金
に
百
四
十
万
円
。
大
洲
地
区

広
域
消
防
事
務
組
合
負
担
金
に
一
億
二

千
五
百
九
十
万
円
。

教
育
費

V
学
校
建
設
費
柳
沢
小
学
校
校
舎
新

増
改
築
事
業
に
一
億
九
千
五
百
二
十
九

万
円
。

V
幼
稚
園
建
設
費
久
米
幼
稚
園
園
会

新
増
改
築
事
業
に
一
億
円
。

特

別

会

計
• 

企
業
会
計

総
務
費

V
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
推
進
費
地
区
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
活
動
費
に
百
八
十
万
円
、
集

会
所
建
設
事
業
費
に
七
百
三
十
万
円
o

v市
民
会
館
費
冷
房
設
備
等
改
良
に

六
百
八
十
万
円
。

V
交
通
安
全
対
策
費
ガ
ー
ド
レ
ー
ル

整
備
費
に
七
百
二
十
万
円
、
カ
ー
ブ
ミ

ラ
l
設
置
費
に
二
百
十
五
万
円
。

民
生
費

V
老
人
福
祉
費
敬
老
年
金
(
八
十
歳

以
上
に
支
給
)
に
六
百
五
十
万
円
。
老

人
健
康
管
理
物
品
給
付
(
七
十
歳
以
上
)

に
四
百
十
万
円
。
老
人
ク
ラ
ブ
育
成
費

に
二
百
八
十
四
万
円
。

V
同
和
対
策
費
八
千
四
百
十
九
万
円
。

(
道
路
改
良
事
業
な
ど
)

衛
生
費

V
健
康
都
市
推
進
費
五
百
六
十
四
万

円。V
老
人
保
健
事
業
費
健
康
相
談
費
に

二
百
六
十
七
万
円
c

健
康
診
査
に
千
八

百
七
十
九
万
円
。
機
能
訓
練
費
に
二
百

万
円
。

V
清
掃
総
務
費
廃
棄
物
処
理
施
設
整

備
計
画
策
定
調
査
委
託
料
に
五
百
五
十

万
円
。

V
じ
ん
芥
処
理
費

万
円
。

V
し
尿
処
理
費

農
林
水
産
業
費

V
農
業
振
興
費

昭和60年度大洲市当初予算の規模

メZ会"、 言十 3D 昭和 60 年 度 f曽 i成 率

ヰ寺
国民健康保険 19億 3，265万円 2.8% 

国民健康保険診療所 2，613万円 1.4ヲる

刃リ
老 人 イ呆 健 18[;意 514万円 17.6% 

簡 易 オ立 i差 3，774万円 12.7% 

メ2生三ミ、
と 畜 場 269万円 ム48.5%

父通傷 害保障 767万円 4.0ラ6

言十
土地取得造成 953万円 5.6% 

住宅新築資金等貸付事業 1億 5，185万円 3.1ラ6

言十 39億 7，340万円 9.1ラる

i人ι 
7Jて i亘 事 業 3億 5，576万円 3.1% 

業
工業用水事業 643万円 9.2% 

4z〉=ζh 

国 民宿舎事業 1億 426万円 ム1.4%

病 F完 事 業 11億 9，240万円 5.3% 
言f

計 16億 5，885万円 4.4拓

メ仁53、 言十 56億 3，225万円 0.9% 

F
h
d
 



お

昭
和

ω年
度
市
職
員
の
人
事
異
動

ずお広報

企
画
班
を
設
置
、
情
報
化
時
代
に
対
処

大
洲
市
は
、

四
月
↑
白
位
で
百
二
名
の
人
事
異
動
を
発
令
し
ま
し
た
。

今
回
異
動
の
基
本
方
針
は
、
今
年
度
の
施
策
方
針
と
重
点
施
策
に
対
応
で

手
や
中
堅
職
員
の
登
用
を
図
り
ま
し
た
。

き
る
人
材
配
置
を
行
う
と
と
も
に
、
適
材
適
所
の
原
則
に
立
ち
、
有
能
な
若

施
設
の
増
設
な
ど
に
よ
り
、
人
員
増
が
必
要
で
す
が
、
補
充
を
抑
制
し
て

小
数
精
鋭
主
義
に
よ
る
体
制
づ
く
り
を
実
施
し
ま
し
た
。

機
構
に
つ
い
て

山
情
報
化
時
代
に
即
応
す
る
た
め
、
総

務
部
に
「
企
画
情
報
統
計
班
」
を
設

置
し
、
行
政
情
策
の
収
集
、
企
画
な

ど
を
二
冗
化
し
、
安
定
成
長
期
に
お

け
る
行
政
の
対
応
を
図
り
ま
す
。

間
重
点
施
策
の
推
進
を
図
る
た
め
、
都

市
整
備
課
を
接
数
補
佐
制
と
し
、
体

制
の
強
化
を
図
り
ま
す
。
ま
た
、
市

民
の
健
康
ゃ
つ
く
り
お
よ
び
生
涯
教
育

の
重
要
性
を
考
え
、
社
会
教
育
体
育

課
を
複
数
補
佐
制
と
し
ま
し
た
。

。
は
昇
任
者
、
(
)
は
旧
任
。

{
病
院
医
師
}

V
大
洲
病
院
皮
ふ
泌
尿
医
長
丸
田
直

基
(
新
採
)

{
課
長
級
}

V
企
画
情
報
統
計
班
長
辻
川
和
人

(
商
工
観
光
課
長
)
V
商
工
観
光
課
長
。

山
本
敏
和
(
総
務
財
政
課
主
幹
兼
課
長

補
佐
)

V
監
査
事
務
局
長
(
話
山
富
夫

(
議
会
事
務
局
次
長
)

V
大
洲
学
園
長

松
井
要
介
(
教
委
社
会
教
育
体
育
課
長
)

V
教
委
学
校
教
育
課
長
西
岡
哲
義

(
県
教
育
委
員
会
)
V
教
委
社
会
教
育
体

育
課
長
石
河
美
明
(
大
洲
学
園
長
)

V
総
務
財
政
課
主
幹
兼
課
長
補
佐
ハ
v
首

藤
馨
(
市
長
公
室
次
長
)

V
農
業
開
発

課
主
幹
兼
課
長
補
佐
ハ
渡
所
義
之
(
農

業
開
発
課
長
補
佐
)

一
課
長
補
佐
級
一

V
市
長
公
室
次
長
兼
職
員
第
二
係
長
。

堀
江
泰
幸
(
総
務
財
政
課
事
務
専
門
員

兼
行
政
・
企
画
・
統
計
係
長
)

V
税
務

課
長
補
佐
兼
収
納
第
一
係
長
正
月
健

(
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
次
長
兼
保
健

セ
ン
タ
ー
次
長
兼
予
防
健
康
指
導
係
長
)

V
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
次
長
兼
保
健
セ

ン
タ
ー
次
長
兼
予
防
係
長
川
本
一
義

(
総
務
財
政
課
長
補
佐
兼
文
書
兼
交
通

安
全
係
長
)

V
建
設
課
長
補
佐

Q
一再開

礼
二
二
建
設
課
長
補
佐
心
得
)

V
都
市

整
備
課
長
補
佐

O
東
孝
志
(
都
市
整
備

課
事
務
専
門
員
兼
管
理
係
長
)

V
議
会

事
務
局
次
長
兼
議
事
係
長

O
津
田
高
夫

(
議
会
事
務
局
事
務
専
門
員
兼
議
事
係

長
)

V
教
委
社
会
教
育
体
育
課
長
補
佐

兼
社
会
体
育
係
長

O
大
野
象
一
(
建
設

課
事
務
専
門
員
兼
管
理
第
一
係
長
)

V
総
務
財
政
課
事
務
専
門
員
兼
行
政
係

長
林
田
幸
利
(
総
務
財
政
課
事
務
専

門
員
兼
管
財
係
長
)

V
同
事
務
専
門
員

兼
管
財
係
長
佐
々
木
義
夫
(
税
務
課

事
務
専
門
員
兼
市
民
税
係
長
)

V
市
民

課
事
務
専
門
員
兼
国
民
年
金
係
長

Q
西

山
豊
雄
(
市
民
課
国
民
年
金
係
長
)

V

保
険
衛
生
課
事
務
専
門
員
兼
保
険
第
一

係
長

O
武
田
勝
利
(
保
険
衛
生
課
保
険

係
長
)

V
同
事
務
専
門
員
兼
衛
生
係
長

。
松
田
純
二
保
険
衛
生
課
衛
生
係
長
)

V
福
祉
事
務
所
専
門
員
兼
庶
務
係
長

。
矢
野
美
代
子
(
福
祉
事
務
所
庶
務

係
長
)

V
建
設
課
事
務
専
門
員
兼
管
理

第
一
係
長

O
石
川
真
彦
(
農
業
開
発
課

営
農
係
長
)

V
都
市
整
備
課
事
務
専
門

員
兼
管
理
係
長

O
一
藤
本
卓
一
(
隣
保
館

指
導
係
長
)

V
同
技
術
専
門
員
兼
街
路

係
長

O
小
泉
勝
明
(
都
市
整
備
課
街
路

係
長
)

V
大
洲
学
園
事
務
専
門
員
兼
児

童
指
導
第
一
係
長

O
舌
岡
俊
雄
(
大
洲

学
園
児
童
指
導
第
一
係
長
)

V
同
事
務

専
門
員
兼
職
業
指
導
第
二
係
長
(
訴
事

久
三
二
大
洲
学
園
職
業
指
導
係
長
)
亨

同
事
務
専
門
員
兼
職
業
指
導
第
一
係
長

富
田
重
広
(
教
委
社
会
教
育
体
育
課
事

務
専
門
員
兼
社
会
教
育
係
長
)

V
大
洲

病
院
事
務
専
門
員
兼
用
度
係
長

Q
西
野

茂
一
郎
(
大
洲
病
院
用
度
係
長
)

V
大

洲
病
院
技
術
専
門
員
兼
検
査
係
長

Q
則

田
富
雄
(
大
洲
病
院
検
査
係
長
)

V
新

谷
公
民
館
事
務
専
門
員
兼
新
谷
連
絡
所

長

O
谷
本
秀
男
(
新
谷
公
民
館
係
長
兼

新
谷
連
絡
所
長
)

一
係
長
級
一

V
総
務
財
政
課
文
書
係
長
兼
交
通
安
全

係
長
井
上
修
(
南
久
米
公
民
館
係
長

兼
南
久
米
連
絡
所
長
)

V
税
務
課
市
民

税
係
長

O
伊
賀
弘
(
税
務
課
)

V
税
務

課
収
納
第
二
係
長

Q
還
カ
シ
コ
(
税

務
課
主
査
)

V
保
険
衛
生
課
保
険
第
二

係
長
藤
本
繁
美
(
大
洲
病
院
医
事
係

長
)

V
保
健
セ
ン
タ
ー
指
導
係
長
♀
方

我
洋
子
(
保
健
セ
ン
タ
ー
)

V
農
業
開

発
課
営
農
係
長
。
水
井
政
信
(
農
業
開

発
課
)

V
農
業
土
木
課
国
土
調
査
第
二

係
長

O
口
井
睦
雄
(
農
業
土
木
課
主
査
)

V
水
道
課
業
務
係
長
ハ
福
原
行
雄
(
水

道
課
主
査
)

V
隣
保
館
指
導
係
長

O
冨

士
輝
明
(
同
和
対
策
課
)

V
大
洲
病
院

医
事
係
長
佐
田
実
(
水
道
課
業
務
係

長
)

V
教
委
総
務
課
管
理
係
長
(
￥
上

利
男
(
徳
森
児
童
セ
ン
タ
ー
)

V
南
久

米
公
民
館
係
長
兼
南
久
米
連
結
所
長

二
宮
貞
幸
(
教
委
社
会
教
育
体
育
課
社

会
体
育
係
長
)

一
主
査
一

V
税
務
課
主
査
山
本
美
智
子
(
商
工

観
光
課
主
査
)
マ
同
菅
原
一
子
(
市

民
課
主
査
)

V
市
民
課
主
査
池
田
京

子
(
大
洲
地
区
広
域
消
防
組
合
)

V
保

険
衛
生
課
主
京
共
通
田
栄
治
(
保
険
衛

生
課
)

V
福
祉
事
務
所
主
査
ハ
瓦
草
野
茂

生
(
福
祉
事
務
所
)

V
企
画
情
報
統
計

班
主
査
〔
福
元
崇
(
都
市
整
備
課
)

V

農
業
土
木
課
主
査
。
大
野
謙
一
(
農
業

土
木
課
)

V
商
工
観
光
課
主
査
河
野

悦
子
(
教
委
総
務
課
)

V
建
設
課
主
査

。
山
本
幸
一
(
税
務
課
)

V
都
市
整
備

課
主
主
六
》
一
育
木
優
幸
(
都
市
整
備
課
)

V
水
道
課
主
査

O
矢
野
久
志
(
水
道
課
)

V
大
洲
病
院
主
査
ハ
福
岡
茂
穂
(
大
洲

病
院
)

V
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
主
査

A
7
川
英
治
(
大
洲
学
園
)

V
税
務
課

西
岡
典
子
(
市
民
課
)

一
主
事
お
よ
び
主
事
補
}

V
市
長
公
室
曽
根
恭
輔
(
福
祉
事
務

所
)

V
会
計
課
亀
井
要
和
(
農
業
開

発
課
)

V
税
務
課
河
野
浩
明
(
選
挙

管
理
委
員
会
)

V
向
後
藤
忠
明
(
農

業
土
木
課
)

V
同
松
本
真
治
(
新
採
)

V
市
民
課
毛
利
裕
司
(
新
採
)

V
保

険
衛
生
課
山
本
稔
(
学
校
給
食
セ
ン

タ
ー
)
V
福
祉
事
務
所
赤
坂
知
之
(
総

務
財
政
課
)

V
同
柁
原
宏
志
(
新
採
)

V
同
和
対
策
課
藤
田
修
(
福
祉
事
務

所
)

V
企
画
情
報
統
計
班
水
関
裕
二

(
総
務
財
政
課
)

V
農
業
開
発
課
是

6 ー



地
震
の
時
、
あ
な
た
は
・
.. 

火
災
を
防
ご
う

ず

昭
和
五
十
八
年
五
月
、
秋
田
沖
に
マ

グ
ネ
チ
ュ

l
ド
7
・
7
の
大
地
震
が
発

生
し
、
東
北
各
地
に
津
波
に
よ
る
被
害

な
ど
大
き
な
つ
め
あ
と
を
残
し
ま
し
た
。

こ
の
日
本
海
中
部
地
震
は
み
な
さ
ん

の
記
憶
に
新
し
い
こ
と
と
思
い
ま
す
。

地
震
は
、
い
つ
、
ど
こ
で
発
生
す
る
か

A
7
だ
に
予
知
で
き
ま
せ
ん
。
そ
れ
だ
け

に
、
日
頃
の
準
備
と
心
構
え
が
大
切
で

す
。
日
頃
か
ら
、
万
一
の
時
に
備
え
て

く
だ
さ
い
。

日
頃
の
準
備
と
対
策

①
タ
ン
ス
、
戸
棚
、
冷
蔵
庫
な
ど
は
、

倒
れ
な
い
よ
う
に
し
っ
か
り
と
固
定
し

て
お
く
。
高
さ
が
奥
行
の
三
倍
以
上
な

ら
要
注
意
、
四
倍
以
上
な
ら
ほ
と
ん
ど

倒
れ
ま
す
。

②
家
具
の
上
に
重
い
物
や
壊
れ
や
す
い

物
を
置
か
な
い
よ
う
に
し
て
お
く
。

③
塀
や
門
柱
は
、
鉄
筋
な
ど
で
補
強
し

て
お
く
。

④
ガ
ス
ボ
ン
ベ
は
、
平
ら
な
台
に
乗
せ
、

壁
に
ぴ
っ
た
り
つ
け
、
鎖
が
ゆ
る
ま
な

い
よ
う
に
し
て
一
本
ず
つ
固
定
し
て
お

ノ
¥⑤

火
気
の
周
り
は
い
つ
も
整
理
整
と
ん

し
て
お
く
。

⑥
消
火
器
や
消
火
用
水
を
用
意
し
、
消

火
の
方
法
を
身
に
つ
け
て
わ
く
。

おお広報

⑦
救
急
医
薬
品
を
準
備
し
、
応
急
手
当

の
方
法
を
身
に
つ
け
て
お
く
。

③
非
常
持
ち
出
し
品
を
準
備
し
て
お
く

⑨
避
難
場
所
や
避
難
径
路
を
確
認
し
て

お
く
。さ

で
、
地
震
と
い
え
ば
怖
い
の
が
二

次
災
害
l
l
地
震
の
揺
れ
が
収
ま
っ
た
後

に
起
き
る

H

火
災
H

H

津
波
H

と
い
っ

た
災
害
で
す
。
関
東
大
震
災
で
は
火
災
、

日
本
海
中
部
地
震
で
は
津
波
が
大
災
害

を
も
た
ら
し
ま
し
た
。
大
洲
市
で
は
、

津
波
の
心
配
は
ま
ず
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、

火
災
を
起
さ
な
い
よ
う
に
注
意
す
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。

地
震
が
発
生
し
た
時
、
あ
な
た
は
家

に
い
る
と
は
限
り
ま
せ
ん
。
地
震
の
時

あ
な
た
は
何
を
す
れ
ば
良
い
の
で
し
ょ

h

フ。家
に
い
る
時
恐
し
い
火
災
を
防
ぐ
た

め
よ
グ
ラ
y
と
き
た
ら
火
の
始
末
H

と

覚
え
て
お
き
ま
し
ょ
う
。
石
油
器
具
、

ガ
ス
コ
ン
ロ
、
ア
イ
ロ
ン
な
ど
の
電
気

製
品
な
ど
火
災
に
つ
な
が
る
も
の
は
全

て
切
っ
て
く
だ
さ
い
。

自
動
車
を
運
転
中
な
ら

地
震
を
感
じ

沢
徳
明
(
税
務
課
)

V
同
金
谷
寿
幸

(
会
計
課
)

V
同
城
戸
弘
一
(
新
採
)

V
農
業
土
木
課
沼
田
英
輔
(
税
務
課
)

V
同
竹
本
安
文
(
新
採
)

V
建
設
課

仲
岡
貴
志
(
新
採
)

V
水
道
課
矢
野

文
康
(
総
務
財
政
課
)

V
岡

山

下

和

広
(
農
業
土
木
課
)

V
選
挙
管
理
委
員

会
丸
山
幸
宏
(
新
採
)

V
議
会
事
務

局
山
田
隆
司
(
農
業
開
発
課
)

V
大

洲
学
園
沖
水
哲
仁
(
建
設
課
)

V
同

菊
地
点
早
(
保
険
衛
生
課
)

V
徳
森
児
童

セ
ン
タ
ー
中
岡
透
至
(
水
道
課
)

V

肱
北
公
民
館
青
野
恭
一
(
新
採
)

V

大
洲
病
院
尾
上
摂
子
(
学
校
給
食
セ

ン
タ
ー
)

V
社
会
教
育
体
育
課
井
上

徹
(
肱
北
公
民
館
)

V
大
洲
病
院
谷

本
淳
子
(
新
採
)

保
育
所
な
ど

{
係
長
級
}

V
大
洲
保
育
所
長
友
松
豊
子
(
徳
森

保
育
所
長
)

V
喜
多
保
育
所
長
西
岡

操
(
肱
北
保
育
所
)

V
肱
北
保
育
所
長

万
代
恵
美
子
(
喜
多
保
育
所
長
)

V
徳

森
保
育
所
長
伊
賀
正
江
(
菅
田
保
育

所
長
)

V
菅
田
保
育
所
長
隅
田
静
子

(
柳
沢
保
育
所
長
)

V
柳
沢
保
育
所
長

の
佐
々
木
一
晶
美
子
(
新
谷
保
育
所
主
任

保
母
)

V
肱
南
保
育
所
主
任
保
母

O
二

宮
シ
ズ
子
(
大
洲
保
育
所
)

V
新
谷
保

育
所
主
任
保
母
石
丸
松
子
(
肱
南
保

育
所
主
任
保
母
)

V
大
洲
保
育
所
石

山
幸
子
(
大
成
保
育
所
)

V
喜
多
保
育

所
細
川
征
子
(
大
洲
学
園
)

V
徳
森

保
育
所
梶
原
恵
都
子
(
大
洲
保
育
所
)

V
大
成
保
育
所
井
上
日
出
子
(
粟
津

保
育
所
)

V
大
洲
学
園
窪
田
哲
子

(
徳
森
保
育
所
)

{
保
母
な
ど
}

V
大
洲
保
育
所
家
野
美
恵
子
(
粟
津

保
育
所
)

V
肱
北
保
育
所
長
尾
幸
子

(
大
洲
学
園
)

V

同
鈴
木
ま
る
み

(
肱
南
保
育
所
)

V
同

東

美

栄

子

(

三
善
保
育
所
)

V
新
谷
保
育
所
二
宮

隆
子
(
徳
森
保
育
所
)

V
三
菱
口
保
育
所

大
石
あ
い
(
喜
多
保
育
所
)

V
粟
津
保

育
所
吉
岡
文
子
(
大
成
保
育
所
)

V

大
洲
学
園
三
瀬
喜
代
子
(
肱
北
保
育

所
)

V
大
洲
幼
稚
園
都
築
静
子
(
喜
多
幼

稚
園
)

V

喜
多
幼
稚
園
高
橋
育
子

(
大
洲
幼
稚
園
)

V
同
松
盛
た
か
ゑ

(
平
野
幼
稚
園
)

V
久
米
幼
稚
園
石

間
峯
子
(
平
野
幼
稚
園
)

V
平
野
幼
稚

園
亀
井
民
子
(
喜
多
幼
稚
園
)

V
同

福
住
一
栄
(
久
米
幼
稚
園
)

退

職

者

長
い
間
ご
く
る

3
ん
で
し
た

- 7ー

V
福
井
徹
(
大
洲
病
院
副
院
長
)

V
浦

俊
郎
(
大
洲
病
院
皮
ふ
泌
尿
科
医
長
)

V
菊
地
久
(
監
査
事
務
局
長
)

V
柳
野

克
己
(
税
務
課
長
補
佐
兼
収
納
第
一
係

長
)

V
鳴
滝
徳
子
(
大
洲
保
育
所
長
)

V
辻
陽
子
(
税
務
課
収
納
第
二
係
長
)

V
笹
山
土
口
子
(
大
洲
学
園
)

V
中
上
由

美
子
(
喜
多
幼
稚
園
)

V
沖
野
恭
子

(
大
洲
病
院
)



おお

圃
相
関
年
度
消
防
出
初
め
式

ず

1
5
3人
に
表
彰
状

広報

昭
和
六
十
年
大
洲
市
消
防
出
初
め
式

が
、
三
月
三
日
に
市
民
会
館
で
行
わ
れ

ま
し
た
。
消
防
団
、
消
防
本
部
職
員
な

ど
八
百
人
が
参
加
し
、
防
火
・
消
防
活

動
へ
の
決
意
を
新
た
に
し
て
い
ま
し
た
。

式
で
は
、
大
洲
市
消
防
団
上
須
戒
分

団
の
水
沼
和
夫
分
団
長
を
は
じ
め
と
し

て
百
五
十
三
人
に
表
彰
状
並
び
に
感
謝

状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

表
彰
さ
れ
た
人
は
、
次
の
と
お
り
で

す

。

(

敬

称

略

)

消
防
庁
長
官
表
彰

(
永
年
勤
続
功
労
立
早
〕
水
沼
和
夫

日
本
消
防
協
会
長
表
彰

(
功
績
章
〕
池
田
利
徳

〔
精
績
章
〕
水
沼
和
夫

(
勤
続
章
〕
上
田
貞
美
橋
本
邦
夫

都

築

賢

愛
媛
県
知
事
表
彰

〔
功
労
章
〕
太
田
忠
一
菊
地
賓

松
本
浩
希
長
田
彦
一

中
岡
要
範

愛
媛
県
消
防
協
会
長
表
彰

(
功
績
章
)
新
多
鎮
男

〔
勤
続
章
〕

V
二
十
年
以
上

贋

橋

康

展

松

本

強

松

岡

昇

平

V
十
五
年
以
上
山
本
虎
夫
中
居
恒
夫

村
上
和
男
柁
谷
鎮
雄
谷
誠
一

米
子
和
夫
上
野
間
陸
大
田
正
男

岡

本

孝

道

石

岡

正

規

上

田

稔

渡
部
公
虞

山
口
健
治

V
十
年
以
上
二
宮
毒
武
佐
賀
一
郎

中

田

繁

則

井

上

増

見

樽

井

朗

上

野

隆

光

山

本

勲

山

本

行

夫

松

本

幸

光

泉

芳

治

松

本

勇

森
越
直
一
宮
内
正
義
中
川
元
男

宮
岡
孝
芳
長
田
孝
重
池
田
元
務

上
岡
義
明
都
築
勝
則
谷
本
信
一
郎

谷

本

敏

男

政

所

博

大
洲
市
長
表
彰

漬
田
嘉
彦
尾
山
満
則
古
久
保
清
治

松
田
泰
広
新
川
弘
久
保
田
頼
推

尾
上
利
邦
上
田
武
志
中
岡
清
文

水
岡
良
和
井
上
喜
照
谷
川
陽
彩

平
塚
公
治
三
瀬
園
雄
堀
田
範
秋

平

塚

優

石

本

芳

浩

遠

香

信

夫

竹
岡
秀
高
中
野
知
昭
城
滝
藤
徳

高
岡
義
幸
入
船
幸
重
中
塚
光
園

黒
江
幸
三
新
山
孝
光
井
上
博
司

田
中
芳
夫
安
川
水
澄
上
岡
紀
裕

田
辺
文
男
東
善
樹
祖
母
井
築
男

林

田

哲

谷

本

源

小

川

健

林

田

護

梶

谷

達

男

新

田

勝

利

大
洲
喜
多
消
防
団
連
合
会
長
表
彰

(
規
律
章
〕
内
野
隆
史
浅
野
義
光

塩
井
尊
文
上
田
栄
一
谷
岡
秀
義

藤

岡

保

(
勤
続
章
〕
武
田
喜
三
雄

峰
平
幸
一
西
田
稲
美

谷
本
千
代
隆

星
加
智
宏

尚
弁
勲

大
洲
市
消
防
団
長
表
彰

井

下

和

明

吉

尾

浩

和

長

田

忠

山
本
幸
男
酒
井
正
幸
緒
方
勝
昭

林
田
純
一
堂
越
正
洋
山
崎
丈
衛

白
石
良
一
赤
杖
松
行
二
宮
光
男

清
水
文
歳
菊
池
秀
市
保
積
正
和

垣

内

哲

松

盛

亀

久

新

川

静

雄

新
周
泰
冨
永
直
徳
佐
々
木
良
忠

田

中

敏

夫

上

野

晃

北

川

斎

三

生

昇

山

本

康

夫

城

戸

茂

山
崎
博
康
二
宮
義
則
武
内
利
夫

篠
崎
忠
夫
村
上
仁
郎
竹
田
哲
夫

谷
本
和
三
郎
都
築
安
夫
大
野
則
夫

祖
母
井
信
二
高
橋
日
出
夫

田

中

穂

積

亀

岡

修

谷

本

文

彦

愛
媛
県
消
防
協
会
長
感
謝
状

(
消
防
団
員
家
族
内
助
の
功
労
者
)

梶
谷
恭
子

大
洲
市
長
感
謝
状

(
消
防
施
設
用
地
無
償
提
供
者
〕

白
田
岡
俊
夫
山
口
祐
意
黒
田
幸
男

〔
一
口
同
額
寄
附
)
新
谷
公
益
会

恋
木
総
代
向
井
敏
憲
高
本
理
幹

中
野
忠
志
多
田
山
林
管
理
組
合

伊
予
木
材
(
株
)

大
洲
市
立
視
聴
覚

セ
ン
タ
ー
よ
り

五
月
十
五
日
、
午
後
一
時
よ
り
大
洲

市
民
会
館
に
お
い
て
「
ご
ち
そ
う
さ
ま
」

の
テ
レ
ピ
公
開
録
画
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

司

会

高

島

忠

夫

寿
美
花
代

ゲ
ス
ト
大
村
昆

秋
野
暢
子

牧
村
三
枝
子

入
場
希
望
の
方
は
、
ハ
ガ
キ
(
五
月

三
日
消
印
有
効
)
で
一
ア
7
9
0
・
松
山

市
道
後
南
海
放
送
・
ご
ち
そ
う
さ
ま
係

ま
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

入
場
整
理
券
が
送
ら
れ
ま
す
。
尚
希

望
者
が
多
数
の
場
合
は
、
抽
選
に
よ
り

ま
す
。

時
ミ
リ
映
画
を
利
用
し
て

大
洲
市
立
視
聴
覚
セ
ン
タ
ー
(
中
央

公
民
館
内
)
で
は
、
教
育
映
画
フ
ィ
ル

ム
を
貸
出
し
て
い
ま
す
。
公
民
館
活
動

な
ど
の
社
会
教
育
ま
た
学
校
教
育
な
ど

に
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

映
写
は
、
講
習
を
う
け
て
技
術
の
認

v の 料す定
世と咋で、。を
代;f，'年す映受
をり度。写け
結でに 機た
ぶす購 も人
ふ。入貸で
るし出し
さたした
とフ、ら
づ、イ f吏 f吏
く ル用用
りム料で
v ははき
年次無ま

危
い
ノ
・

鯉
の
ぼ
り
の

感
電
事
故

子
供
の
元
気
な
成
長
を
祝
う
「
こ
い

の
ぼ
り
」
の
季
節
で
す
。
と
こ
ろ
で
、

鯉
の
ぼ
り
の
さ
お
が
電
線
に
さ
わ
っ
た

り
、
倒
れ
か
か
っ
て
感
電
事
故
を
お
こ

す
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
鯉
の
ぼ
り
を
立

て
る
と
き
は
次
の
こ
と
に
注
意
し
て
く

だ
さ
い
。

O
さ
わ
は
金
属
製
の
も
の
よ
り
、
よ
く

乾
い
た
竹
や
木
の
も
の
に
し
ま
し
ょ
う
0

0
鯉
の
ぼ
り
や
吹
き
流
し
が
、
電
線
に

巻
き
っ
か
ぬ
よ
う
、
電
線
か
ら
十
分
離

れ
た
所
に
た
て
ま
し
ょ
う
。

O
た
て
る
場
所
の
付
近
に
電
線
が
あ
る

と
き
は
、
も
よ
り
の
四
国
電
力
営
業
所

へ
連
絡
を
し
て
下
さ
い
。

※
万
一
、
鯉
の
ぼ
り
や
吹
き
流
し
が
、

電
線
に
巻
き
つ
い
た
り
、
さ
わ
が
電
線
に

倒
れ
か
か
っ
た
と
き
は
、
絶
対
に
子
を

触
れ
な
い
で
、
四
国
電
力
に
連
絡
し
て

く
だ
さ
い
。
宮
(
ω
2
1
3
5
杓
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は
と
っ
て
も
:
:
:
V
ほ
め
て
育
て
る

v
h
u
ぱ
捨
て
山
の
月
V
故
郷
は
心
の
中

に
V
が
ん
ば
れ
/
子
象
の
交
通
安
全
パ

ト
ロ
ー
ル

V
泣
く
な
三
吉
V
ニ
ル
ス
の

ふ
し
ぎ
な
旅
二
巻
V
修
学
旅
行
マ
ゴ
ン

タ
と
よ
ば
れ
た
犬
V
中
学
生
の
男
女
交

際
を
考
え
る
V
キ
ョ
ウ
リ
ュ
ウ
の
話

詳
し
く
は
、
視
聴
覚
セ
ン
タ
ー
に
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
宮
⑫
3
1
6
1



…代…

習
…
時
…

単
一

濯…告…

充実した

人生を送るために

おおず

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
に
代
表
さ
れ
る
最

近
の
技
術
革
新
に
は
、
目
を
見
張
る
も

の
が
あ
り
ま
す
。

ス
ペ
ー
ス
・
シ
ャ
ト
ル
に
よ
る
宇
宙

開
発
、
ニ
ュ
ー
メ
デ
ィ
ア
を
駆
使
し
た

情
報
化
社
会
の
到
来
な
ど
を
見
て
も
、

わ
ず
か
半
世
紀
前
に
は

H

夢
物
語
H

で

し
か
な
か
っ
た
こ
と
が
、
次
々
と
現
実

の
も
の
と
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

急
激
な
変
化
は
、
技
術
の
分
野
に
と

ど
ま
り
ま
せ
ん
。
人
口
の
増
加
、
高
校
・

大
学
へ
の
進
学
率
の
増
大
な
ど
に
よ
る

高
等
教
育
の
普
及
、
急
速
な
高
齢
化
社

会
の
到
来

l
去
ど
、
わ
た
し
た
ち
現

代
人
は
、
こ
れ
ま
で
経
験
し
た
こ
と
の

な
い
大
き
な
変
化
の
中
に
立
た
さ
れ
て

い
ま
す
。
か
つ
て
は
幾
世
代
に
も
わ
た

っ
て
徐
々
に
起
こ
っ
て
き
た
変
化
が
、

今
や
一
世
代
あ
る
い
は
も
っ
と
短
い
期

間
に
生
じ
、
進
行
し
て
い
る
の
で
す
。

こ
う
し
だ
、
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で
の

広報

変
化
の
波
は
、
わ
た
し
た
ち
の
仕
事
の

面
ば
か
り
で
な
く
社
会
生
活
、
家
庭
生

活
の
す
み
ず
み
に
い
た
る
ま
で
影
響
を

与
え
て
い
ま
す
。

自
ら
学
習
し

自
分
を
育
て
る

変
化
の
激
し
い
現
代
社
会
で
生
き
て

い
く
に
は
、
わ
た
し
た
ち
は
、
絶
え
ず

新
し
い
技
術
と
知
識
を
身
に
つ
け
る
必

生涯学習
:って何?

要
に
迫
ら
れ
ま
す
。
以
前
の
よ
う
な
、

い
っ
た
ん
修
得
し
た
知
識
や
技
術
の
役

立
つ
年
数
が
長
か
っ
た
時
代
に
比
べ
て
、

い
ま
で
は
社
会
変
化
の
サ
イ
ク
ル
が
極

端
に
短
く
な
っ
て
い
る
か
ら
で
す
。
も

は
や
、
学
生
時
代
に
身
に
つ
け
た

H

成

果
H

だ
け
で
は
、
と
て
も
自
分
の
生
涯

を
全
う
す
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
っ
て

き
て
い
ま
す
。

ま
し
て
や
高
齢
化
社
会
で
す
。

H

人

生
八
十
年
H

時
代
と
い
わ
れ
る
よ
う
に
、

人
の
一
生
は
大
幅
に
延
び
ま
し
た
。
長

く
な
っ
た
老
後
を
張
り
の
あ
る
も
の
に

し
、
よ
り
充
実
し
た
人
生
を
送
る
た
め

に
は
、
生
涯
に
わ
た
っ
て
自
ら
学
習
し
、

社
会
の
変
化
に
と
り
残
さ
れ
な
い
よ
う

自
分
自
身
を
育
て
て
い
く
こ
と
が
大
事

で
す
。こ

の
よ
う
に
、
人
々
が
自
発
的
な
意

思
に
基
づ
き
、
生
涯
に
わ
た
っ
て
行
う

学
習
を
「
生
涯
学
習
L

と
言
っ
て
い
ま

す。
そ
し
て
、
人
々
が
生
涯
に
わ
た
り
必

要
に
応
じ
て
学
習
で
き
る
よ
う
、
学
校

教
育
を
は
じ
め
と
す
る
社
会
の
さ
ま
ざ

ま
な
教
育
機
能
を
総
合
的
に
整
備
し
て

い
く
こ
と
1
1
1
こ
れ
が
「
生
涯
教
育
L

の
基
本
的
な
考
え
方
で
す
。

い
わ
ゆ
る
学
歴
偏
重
の
社
会
的
風
潮

を
改
め
、
生
涯
に
わ
た
る
人
そ
れ
ぞ
れ

の
学
習
を
尊
び
、
高
く
評
価
す
る
社
会

l
l
H学
習
社
会
H
を
つ
く
り
あ
げ
て

い
く
上
で
も
、
生
涯
教
育
の
推
進
が
期

待
さ
れ
て
い
ま
す
。

No.80 

家
庭
づ
く
り
と
同
和
教
育
②

家
庭
の
し
つ
け

か
つ
て
、
(
歪
娃
は
祖
父
母
や
多
く
の

兄
弟
姉
妹
に
固
ま
れ
た
な
か
で
営
ま
れ

る
の
が
一
般
的
な
型
で
し
た
。
そ
こ
に

は
、
家
族
集
団
と
し
て
の
一
定
の
秩
序

と
風
格
の
あ
る
生
き
方
が
あ
り
ま
し
た
。

し
か
し
、
近
年
の
よ
う
に
核
家
族
化
さ

れ
た
家
族
の
な
か
で
は
、
親
は
親
、
子

は
子
と
い
っ
た
独
善
的
な
生
き
方
に
陥

る
傾
向
が
見
ら
れ
ま
す
。
そ
ご
に
、
社

会
性
を
欠
い
た
エ
ゴ
イ
ズ
ム
を
生
ん
で

き
て
い
る
と
い
っ
て
よ
い
で
し
ょ
う
。

家
庭
は
安
ら
ぎ
の
場
で
あ
る
と
と
も

に
、
基
本
的
な
生
活
習
慣
の
形
成
の
場

で
も
あ
る
の
で
す
。
そ
れ
だ
け
に
、
社

会
生
活
の
体
験
を
生
か
し
た
親
の
権
威

あ
る
し
つ
け
が
、
家
庭
の
暖
か
さ
の
な

か
で
秩
序
を
保
つ
て
な
さ
れ
る
こ
と
が

よ
り
大
切
に
な
っ
て
く
る
の
で
す
。
そ

の
し
つ
け
も
、
周
囲
の
風
潮
に
応
じ
て

揺
れ
動
く
主
体
性
の
な
い
も
の
で
あ
っ

た
り
、
親
の
身
勝
手
や
感
情
的
な
も
の

で
あ
っ
て
は
い
け
ま
せ
ん
。
そ
れ
ぞ
れ

生
き
が
い
を
求
め
る
健
全
な
社
会
人
の

育
成
を
目
指
し
た
も
の
で
あ
っ
て
ほ
し

い
も
の
で
す
。

人
は
そ
れ
ぞ
れ
に
弱
さ
を
も
っ
て
い

ま
す
。
そ
れ
が
時
に
は
、
ひ
が
み
や
ね

た
み
と
い
っ
た
形
で
現
れ
、
自
分
の
弱

さ
を
他
人
に
対
す
る
蔑
視
に
よ
っ
て
カ

バ
ー
し
よ
う
と
す
る
み
に
く
い
姿
で
現

れ
ま
す
。
こ
う
し
た
弱
さ
を
厳
し
く
指

摘
し
合
い
、
お
互
い
に
「
個
の
確
立
」

を
は
か
り
な
が
ら
支
え
合
っ
て
い
く
と

こ
ろ
が
家
庭
で
あ
る
と
い
っ
て
よ
い
で

し
ょ
ト
フ
。

健
全
な
社
会
人
を
つ
く
る
基
盤
が
家

庭
に
応
り
、
健
全
な
社
会
人
の
広
が
り

に
よ
っ
て
、
社
会
の
不
合
理
も
一
つ
一

つ
正
し
く
し
て
い
け
る
の
で
す
。
し
か

も
、
そ
の
な
か
か
ら
正
し
い
も
の
の
見

方
や
考
え
方
が
生
ま
れ
、
そ
の
こ
と
が

差
別
の
な
い
社
会
を
つ
く
る
力
を
身
に

つ
け
て
い
く
の
で
す
。

同
和
問
題
の
解
決
も
、
一
杢
娃
で
の
も

の
の
見
方
、
考
え
方
、
ひ
い
て
は
家
庭

の
し
つ
け
と
深
く
か
か
わ
っ
た
問
題
な

の
で
す
。
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ずおお広報

三
月
五
日
、
市
役
所
二
階
大
ホ
i
ル

に
お
い
て
、
市
内
各
地
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
活
動
推
進
者
百
五
十
人
が
参
加
し
、

第
六
回
大
洲
市
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
推
進
大

会
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

こ
の
大
会
は
、
住
み
よ
い
地
域
社
会

を
め
ざ
し
て
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
の
展

開
を
は
か
り
、
地
域
に
生
き
が
い
と
連

帯
感
の
あ
ふ
れ
る
生
活
の
場
を
築
く
た

め
、
実
践
活
動
を
通
ビ
て
得
た
体
験
を

も
と
に
、
日
頃
の
問
題
を
研
究
し
、
新

し
い
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り
の
展
開
を

は
か
る
た
め
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

大
会
は
、
開
会
式
に
続
い
て
、
よ
り

よ
い
地
域
、
つ
く
り
に
貢
献
し
た
四
氏
二

団
体
が
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
推
進
優
良
者
と

し
て
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。
次
に
、
「
情

報
化
時
代
と
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
L

と
題
し

て
、
愛
媛
新
聞
社
論
説
副
委
員
長
の
客

野
澄
博
氏
の
講
演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

午
後
か
ら
は
、
平
野
地
区
の
呈
獅
子
、

粟
津
婦
人
会
民
踊
部
の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ

ン
に
続
き
、
被
表
彰
者
、
各
地
域
の
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
推
進
者
の
実
践
発
表
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
よ
り
よ
い
地
域
、
つ
く
り

の
た
め
に
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
推
進
の
輪
を

広
げ
で
い
く
こ
と
を
誓
い
閉
会
し
ま
し

た。
被
表
彰
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
推
進
優
良
者
(
敬
称
略
)

V
渡
部
一
行
(
肱
南
)

V

松
本
土
口
正

(
久
米
)

V
大
中
保
夫
(
肱
北
)

V
土口

同
友
睦
(
喜
多
)

V
大
洲
市
立
平
野
小
学
校
V
柳
沢
土
地

区
老
人
ク
ラ
ブ
楽
寿
会

?
っ
子
掛
間
入
誌
な

3
C紅一
γ

一一

円

『

一

h
r
t

j-…
川
平
罰
金
義
保
手
854事
臨
時
Jr

v新
潟
県
上
越
市
の
生
ま
れ
で
す
。
長

野
県
境
に
近
い
、
日
本
の
ス
キ
l
発
生

の
地
、
上
杉
謙
信
の
居
城
の
あ
っ
た
と

こ
ろ
と
し
て
知
ら
れ
で
い
ま
す
。

V
大
洲
市
に
は
昭
和
五
十
八
年
十
月
に

主
人
の
転
勤
の
た
め
や
っ
て
き
ま
し
た
。

西
日
本
に
き
た
の
は
初
め
て
で
し
た
。

V
盆
地
に
住
ん
だ
こ
と
が
な
か
っ
た
の

で
、
山
に
固
ま
れ
、
直
ぐ
そ
こ
に
山
が

あ
る
の
に
は
驚
き
ま
し
た
。

五月は

赤十字運動月間

社資募集

運動を実施いたします。

5月は、「赤十字運動月間」

社員増強、として、

奥

さ

ん

~:Ô 

問

本年度は、300万円を目標額

赤十字運

ご協力をお願い

例年のとおり、各区長さん

動 の 趣 旨 を ご 理 解 い た だ き ま

を通じてお願いしますので、

ご協力をお願いいたします。

としていますので、

してご支援、

します。

V
西
日
本
の
人
は
開
放
的
だ
と
聞
い
て

い
た
の
で
す
が
、
そ
れ
ほ
ど
で
も
な
い

よ
う
に
感
じ
ま
す
。
た
だ
、
子
供
は
人

な
つ
っ
こ
く
て
楽
し
い
で
す
ね
。

V
気
候
は
暖
か
い
と
思
い
ま
す
。
し
か

し
、
雪
は
や
っ
ぱ
り
降
る
ん
で
す
ね
o

v気
質
は
、
南
国
と
北
国
と
の
違
い
は

あ
っ
て
も
、
同
じ
城
下
町
だ
か
ら
で
し

ょ
う
か
、
似
て
い
る
よ
う
な
気
が
し
ま

す。V
主
人
(
昭
さ
ん
)
と
は
、
結
婚
し
て

十
二
年
に
な
り
ま
す
。
毎
日
、
通
勤
に

一
時
間
車
に
乗
っ
て
い
ま
す
の
で
事
故

に
注
意
し
て
、
健
康
で
い
て
ほ
し
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

V
子
供
は
、
長
男
陽
行
(
五
歳
)
、
次
男

健
史
(
四
歳
)
の
二
人
で
す
が
、
思
い

や
り
の
あ
る
子
に
な
っ
て
ほ
し
い
で
す

ね。

新
刊
図
書
案
内

伊
能
忠
敬
測
量
日
記
久
保
高
一
編

伊
予
路
の
椿
守
り
愛
媛
新
聞
社

人
類
の
知
的
遺
産
目
・
目
・

ω・乃

講

談

社

仏
教
文
化
の
原
郷
を
さ
ぐ
る

西
川
幸
治
著

家

と

女

性

小

学

館

中
国
民
話
の
族
か
ら
旅
伊
藤
清
司
著

ロ
ボ
ッ
ト
と
人
間
吉
川
弘
之
著

写
真
集
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
6

N
H
K
取
材
班
編

絵

画

の

領

分

芳

賀

徹

著

万
葉
集
を
読
み
な
お
す
古
橋
信
孝
著

青

桐

木

崎

さ

と

子

著

異

国

の

星

上

・

下

井

上

靖

著

青

鞘

上

・

下

瀬

戸

内

晴

美

著

葉
菊
の
露
上
・
下
津
田
ふ
じ
子
著

長

英

逃

亡

上

・

下

吉

村

昭

著

方

舟

さ

く

ら

丸

安

部

公

房

著

冬

中

村

異

一

郎

著

白
夜
を
旅
す
る
人
々
三
浦
哲
郎
著

最
後
に
愛
を
見
た
の
は
夏
樹
静
子
著

千
葉
大
女
医
殺
人
事
件
佐
木
隆
三
著

田
舎
暮
ら
し
の
探
求
高
橋
義
夫
著

女
の
器
量
は
こ
と
ば
し
だ
い

広
瀬
久
美
子
著

母

の

万

年

筆

太

田

治

子

著

槍
海
よ
眠
れ
一

1
五
津
地
久
枝
著

今
日
は
昨
日
の
明
日
開
高
健
著

ベ
ル
リ
ン
ゲ
i
ム

L
・
デ
イ
ト
ン
著

こ
ど
も
の
読
書
週
間
(
引
j
h
)

『
子
は
若
芽
・
本
は
太
陽
』

図

書

館

- 10-
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おおず広報

富
士
山
に
「
椿
の
路
」

ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
が
寄
贈

大
洲
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
は
、
結
成

お
周
年
の
記
念
事
業
と
し
て
取
り
組
ん

で
い
た
円
椿
の
路
山
が

3
月
に
完
成
し

3
月
8
日
、
会
員
な
ど
叩
人
が
参
加
し

ヤ
ブ
ツ
バ
キ
の
大
木
を
植
栽
し
完
成
を

祝
い
ま
し
た
。
こ
れ
で
富
士
山
公
園
は

ツ
バ
キ
、
サ
ク
ラ
、
ツ
ツ
ジ
、
コ
ス
モ

ス
と
四
季
そ
れ
ぞ
れ
に
花
木
を
楽
し
め

る
公
園
と
な
り
ま
し
た
。

住み よ い 新 谷 に/
第 1回新谷を考える会活動発表会

3月16日、大洲市農村環境改善セ

ンターにおいて、新谷を考える会委

員 100人あまりが集まり、第 1回新

谷を考える会活動発 表会が行われま

した。 農 林 業 振 興 部会など 6部会か

ら 部会報告があり、これからも豊か

で 住 みよい新谷を実現するために活

動を続けることを誓いました。

フ時 γー

密約終桜枠三章常時ぞ望fでv でイ

野菜入り手打うどんはいかが

アイデア料理試食会

3月18日、中央公民館において大洲市観光協

会 の 観 光 お み や げ 品 ア イ デ ア 募 集 で 入 選 し た

と野菜入り子打ちうどんミととイチ乙、クゼリーと

(匂を愛する会の作品)の試食会が行われ、好ドFを博していました o 大洲名物としての商品化

が期待されています。

年を忘れてハッスル

第 13回大洲市老人クラブ連合会スポ ツ大会

が 3月16日、旧北中グランドで行われました。

各地域の老人クラブ員ら 800人が参加して、楽

しそうに完売f支にとりくんで、いました。

大会は12地区に分かれたむ年寄りが、ふうせ

ん割り、ボール送り、玉人れなどにハソスルし、

}I頃イ立を完売いました。

内
職
者
の
労
働
条
件

向
上
と
安
定
を

{
家
内
労
働
旬
間
5
月
引

E
1引
臼

内
職
の
仕
事
を
出
す
業
者

次
の
こ
と
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

①
家
内
労
働
手
一
般
に
工
賃
額
、
支
払

い
日
な
ど
を
記
入
し
て
交
付
す
る
。

②
最
低
工
賃
額
以
上
の
工
貨
を
出
す
。

③
災
害
防
止
装
置
な
ど
の
取
り
付
け

を
行
う
。

内
職
者

次
の
点
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

①
家
内
労
働
手
帳
を
必
ず
受
け
取
り
、

委
託
条
件
の
確
認
を
す
る
。

②
有
機
溶
剤
や
使
用
一
す
る
際
の
中
毒

や
火
災
に
注
意
す
る
。

※
特
定
の
危
険
有
害
作
業
に
従
事
す

る
人
は
、
労
災
保
険
に
特
別
加
入
で

き
ま
す
。

ご
相
談
、
お
問
い
合
わ
せ
は
、
八

幡
浜
労
働
基
準
監
督
署
ヘ
。

E
0
8
9
4
⑫
1
7
5
0
 

3月末までの
大洲市内の交通事故

- [[ 

3月末現在 昨年同期

件 数 4 6 3 3 

負傷者 6 9 4 6 

死 者 。 。



ず

保
健
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り

おお広報

実

施

日

該

当

者

5
月
7
日
(
火
)
昭
和
四
年
ロ
月
生

5
月
9
日
(
木
)
昭
和
田
年
刊
月
生

5
月
比
日
(
火
)
昭
和
田
年
9
月
生

5
月
幻
日
(
火
)
昭
和
田
年
6
月
生

5
月
お
日
(
火
)
昭
和
町
年
4
月
生

肱
南
・
肱
北
地
区
の
み

受
付
時
間
日
時
i
口
時
加
分

実
施
場
所
大
洲
市
保
健
セ
ン
タ
ー

※
母
子
手
帳
を
ご
用
意
げ
¥
だ
さ
い
。

母

親

F3τ
も
と

ぷ
炉
U
K
}
必
内
/
止
下
士

学

級

豆

1
3
q

初
め
て
妊
娠
さ
れ
た
お
母
さ
ん
を
対

象
に
実
施
し
て
い
ま
す
の
で
、
ご
参
茄

く
だ
さ
い
。

日
程

5
月
日
日

妊
娠
中
の
保
健

告{郡一

3
ヮ
?
5

5
月
白
日
妊
産
婦
の
栄
養
と
歯

6
月
凶
日
お
産
の
準
備
と
経
過

6
月
お
日
乳
幼
児
の
保
健
、
風
呂

7
月
ロ
日
産
後
の
保
健
、
家
族
計
画

時

間

日

時

1
日
時
(
た
だ
し
、
5
月

M
日
は
9
時
1
1日
時
)

大
洲
市
保
健
セ
ン
タ
ー

5
0
0
円

車ヰ場f

金所経
口
生
ポ
リ
オ
ワ
ク
チ
ン

小
児
マ
ヒ
予
防
の
経
口
ポ
リ
オ
ワ
ク

チ
ン
の
投
与
を
次
の
日
程
で
実
施
し
ま

す
。
免
疫
を
つ
く
る
た
め
に
必
ず
二
回

受
け
て
く
だ
さ
い
。

対
象
者
(
次
の
期
間
に
生
ま
れ
た
人
)

1
回
目
昭
和
日
年
7
月
1
日
か
ら

昭
和
的
年
1
月
旦
日
ま
で

昭
和
白
年
2
月
1
日
か
ら

昭
和
田
年
6
月
初
日
ま
で

5
月
m
H
連
絡
所
管
内
の
人

5
月
白
日
旧
大
洲
町
の
入

2
回
目

実
施
白

時
聞
は
、
日
時
日
分

i
u
時

大
洲
市
保
健
セ
ン
タ
ー

母
子
手
帳
、
問
診
票
の
な
い

人
は
印
か
ん
。

※
料
金
は
無
料
で
す
。

婦
人
が
ん
検
診

(
子
宮
が
ん
、
乳
が
ん
)

実
施
日
と
場
所

5
月
日
日
嗣
八
多
喜
連
絡
所

捨
諺
内
容
(
)
は
料
金

子
宮
が
ん
検
診

(
7
0
0
円
)

乳
が
ん
検
診

(
2
0
0
円
)

受
付
時
間
日
時
l
H
時

場
所

持
参
品歯

科
相
談
(
大
洲
保
健
所
)

5
月
日
日
(
水
)
成
人
歯
科
相
談

5
月
幻
口
(
水
)
乳
幼
児
歯
科
相
談

日
時
か
ら
で
す
。
前
も
っ
て
電
話
し
て

く
だ
さ
い
。
宮
⑪
3
1
6
5

5
月
3
日
一
大
洲
中
央
病
院

5
月
5
日

一

宮

⑪
4
5
5
1

5
月
6
日
市
立
大
洲
病
院

5
月
白
日

-
E
@
2
1
5
1

i

[
仁

1
一
大
洲
中
央
病
院

!
ー
リ

I
一

宮

(
ω
4
5
5
1

5
月
②
日
-

ま
ご
こ
ろ
の

お
く
り
も
の

1 ソ

(¥i ~} 
1、ま

四

十

万

円

若

宮

大

日

本

土

木

代

表

者

木

元

贋

金

一

封

上

須

戒

梶

谷

昭

伸

金

一

封

柚

木

石

丸

尚

幸

金

一

封

平

野

町

松

崎

京

子

金

一

封

東

宇

山

井

上

八

千

代

金

一

封

新

谷

田

中

安

雄

金
一
封
(
寄
付
金
)
若
宮
若
宮

老
人
ク
ラ
ブ

金
一
封
(
寄
付
金
)

若

宮

ノj、
メ会、

居

明
美

五
万
千
六
百
ト
六
円
(
大
洲
保
育
所

園
児
・
保
護
者
・
職
員
の
一
円
募
金
)

大
洲
大
洲
保
育
所
・
母
親
ク
ラ
ブ

相談ごと案内
いず、れも無料ですので、お気

車歪にご利用くださし」

砂交通事故相談

とき 5月 8日 10時一15時

5月20日

ところ 市 役 所 第三会議室

惨人権相談

とき 5 月 20 日 13時~16時

ところ 社会福祉協議会事務局

砂心配ごと相談

とき 5月 1日

5月101:::1

5月27日ク

ところ 社会福祉協議会事務局

惨家庭児童相談

と き 毎日の執 務 時 間 中

ところ 大 洲 市 福祉事務所

砂行政相談

と き 5月13[1 10時一15日寺

ところ 中央公民館

急がれる時は電話で相談して

ください。宮⑪3794 (玉木)

砂社会保険相談

と き 5月20R 9 時~16日き

ところ 大洲商工会議所

担 当松山社会保 険事務所

砂医師・栄養士による健康相談

と き 5月23日(第 4木曜日)

13日寺一16時

ところ 大洲市保健センタ一

対象 40歳 以 上の人

砂何でも相談

と き 毎日の執務時間中

ところ 大洲隣保館(東大洲E

⑪ 6100)、 大洲福祉会

館(新谷E⑮ 0947)

住民福祉に関し、生活

j二の悩み、人権、交通

事故、その他何でも。

13時一16時

ク

'>えマ
壬主、内

(
彊
疋
配
分
)

金
一
封
(
柳
沢
地
区
社
協
へ
)

田

処

松

丸

正

幸

金
一
封
(
平
野
地
区
社
協
へ
)

平

野

町

菊

池

久

男

金
一
封
(
寄
付
金
を
肱
北
地
区
社
協

へ
)
中
村
肱
北
婦
人
会
会
長

尾

崎

千

代

金
一
封
(
寄
付
金
を
肱
北
地
区
社
協

と
喜
多
地
区
社
協
へ
)
肱
北
公
民
館

七
宝
焼
教
室
(
代
)
大
塚
文
子
・
料
理

教
室
(
代
)
稲
沢
美
智
子
・
創
作
粘
土

(
代
)
中
岡
喜
美
枝

温
か
い
善
意
を
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。
感
謝
を
こ
め
て
掲
載
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

大
洲
市
社
会
福
祉
協
議
会

η
/』

訂

正

4
月
号
の
奥
さ
ん
訪
問
で
、
坂
本
久

美
子
さ
ん
の
出
身
地
と
年
齢
を
「
大
分

県
杵
築
市
、
担
歳
L

に
わ
わ
び
の
う
え

訂
正
い
た
し
ま
す
。

後

コレ-一=ロ

行
楽
シ
ー
ズ
ン
で
す
。
ゴ
ー
ル
デ
ン

ウ
ィ
ー
ク
に
は
、
富
士
山
の
つ
つ
じ
も

満
開
に
な
り
ま
す
。

各
地
が
旅
行
や
行
楽
で
に
ぎ
わ
い
を

み
せ
ま
す
が
、
事
故
の
な
い
よ
う
に
注

意
し
て
、
楽
し
い
休
日
が
過
ご
せ
ま
す

よ
う
に
。
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